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とくしまとくしま

　人間には88の煩悩があり、四国霊場を八十八ヶ所巡ることによって

煩悩が消え、願いがかなうといわれています。

　当センターでは徳島市国府町の「國分寺」「観音寺」「井戸寺」で納経

書きや境内のお掃除等の仕事を長年受注しています。

「四国88カ所霊場巡り」

会員数　令和5年 （3月１日現在）
男性 786人
女性 509人 計 1,295人

©徳島市

シルバー   とくしま（1） 令和５年４月１日



セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

シルバー   とくしま （2）令和５年４月１日

　　「
定
時
総
会
」
開
催
の

「
定
時
総
会
」
開
催
の
ご
案
内

ご
案
内

　
令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
を
６

月
５
日
（
月
）
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。
社
団
法
人
と
し
て
の
最
高

決
定
機
関
で
あ
り
、
会
員
の
皆
さ

ま
ひ
と
り
ひ
と
り
が
直
接
参
加
で

き
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
機
会
で
す
。
一
昨
年
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の

観
点
か
ら
、
出
席
者
の
人
数
を
絞

り
込
み
、
会
員
の
方
々
に
は
代
理

人
へ
の
委
任
、
ま
た
は
書
面
決
議

に
よ
る
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
現
時

点
で
は
、
通
常
開
催
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
か
ら
、

開
催
方
法
等
の
変
更
が
あ
る
場
合

は
、別
途
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〇
開
催
日
時
（
予
定
）

　
　
令
和
５
年
６
月
５
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
か
ら
　
講
演
会

　
　
午
後
２
時
か
ら
　
定
時
総
会

〇
開
催
場
所
（
予
定
）

　
　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

　
　（
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
）

※
な
お
、
定
時
総
会
の
案
内
状
は

５
月
下
旬
に
お
手
元
に
届
く
予
定

で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

配分金基準単価の見直し（令和5年4月1日より）
　　従来より、当センターの配分金単価は、最低賃金の上昇を見越した上で 3 年ごとの見
直しを行っておりましたが、ここ数年、最低賃金の大幅な引き上げが続いており、昨年の
10 月には徳島県最低賃金が前年比 31 円増の 855 円となりました。
　また、今後におきましても、本年同様、最低賃金の大幅な改定が見込まれることから、
当センターの配分金基準単価は最低賃金をベースに毎年改定するものといたしました。（令
和 4 年 9 月 22 日第 4 回理事会にて決議）

　改　定　前 改　定　後

830 円～ 855 円～
令和 2年 4月 1日適用 令和 5年 4月 1日適用

　配分金基準単価改定は、特に徳島県最低賃金を下回っているものについて同水
準まで引き上げることを目的としているため、技能職等の配分金基準単価につい
ては、改定しておりませんのでご了承ください。

　
【配分金基準単価見直しに係る基本事項】
１. 配分金基準単価の見直しは、毎年の最低賃金改正をベースとして、契約年度を基準に

毎年見直しします。
２. 技能職等の配分金基準単価については、徳島市内等の経済情勢を考慮して適宜検討し

ます。
３. 受注業務が相当数の会員の確保に繋がる等の場合は、弾力的に対応できるものとします。

友人・知人をお誘いください！

会員拡大キャンペーン中！
（初年度のみ年会費無料）　　※新規入会者対象

　徳島市内在住で、健康で働く意欲のある 60 才以上
の方をこの期間中にぜひ、お誘いください。ライフス
タイルに合った多種多様な仕事があり、経験を生かす
ことも、新たな職種に挑戦することもできます。
■入会説明会（要予約）Tel 088-653-6262
　毎月第２・４水曜日午後２時〜センター２階会議室 ※詳しくは別添チラシをご覧ください



シルバー   とくしま（3） 令和５年４月１日

　

草刈講習会の実施について
　

日程　令和５年２月 22 日

　
　徳島市考古資料館にて、草刈機を使用した安全講習会を開催しました。講師・受講生 15 名

で午前９時 30 分よりスタートし、安全機器の種類や取り扱い方、草刈機のメンテナンス方法

や使用時の注意点などを主体とした座学を前半に行いました。後半は実際に機械を使い刈り

込み作業を体験して作業を行う上で気を付けることを学びました。

　草刈機は受講生で操作し難しさや安全な作業の仕方を体験してもらいました。また、ナイ

ロンカッターやチップソーによる飛び石事故が多発していたこともあり講師の皆さんもかな

り気を付けながら指導してくださいました。

　今年度は昨年に比べ事故件

数が激減するなど安全対策を

徹底して行っています。これ

から使い始める会員の皆様に

も安全を一番に意識していた

だけるような講習会になりま

した。

　剪定班ランクアップ研修会報告
　

日程　令和５年２月 14 日（火）～ 17 日（金）の 4 日間

　
　令和５年２月 14 日（火）より、４日間で剪定のランクアップ研修会を実施しました。前回

同様に始めの２日間は、川内町の春日神社で松の剪定を行い、残りの２日間は、国府町の徳

島市立考古資料館にて雑木の剪定を行いました。

　研修参加者は８名であり、指導員の班長 5 名より剪定方法だけでなく、安全対策に関する

ことなど、たくさんのアドバイスを受け、研修に一生懸命取り組みました。

　剪定ランクアップ研修会は、年２回実施しております。剪定をしたことがなくても剪定に興

味ある方は、ぜ

ひ ラ ン ク ア ッ

プ 研 修 会 に ご

参加ください。

次 回 は ９ 月 頃

を 予 定 し て お

ります。

安全・適正就業委員会から安全・適正就業委員会から

職 域 組 織 活 性 化 委 員 会 か ら



シルバー   とくしま （4）令和５年４月１日

第
六
十
一
番
栴
檀
山
　

香こ

う

園お

ん

寺じ

四国八十八ヶ所巡り  61　
当
山
は
用
明
天
皇
の
勅
願
に

よ
っ
て
聖
徳
太
子
が
建
立
さ
れ
、

天
平
年
間
に
は
行
基
菩
薩
が
、
大

同
年
間
に
は
弘
法
大
師
が
留
錫
さ

れ
た
霊
刹
で
あ
る
。

　
大
師
は
麓
で
旅
の
女
人
が
難
産

で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
ら
れ
、

秘
法
の
加
持
を
さ
れ
る
と
女
人
は

男
の
子
を
安
産
し
た
。
女
人
成
仏
、

安
産
、
子
育
て
、
身
代
り
の
四
大

誓
願
を
立
て
ら
れ
、
瑜
珈
勝
上
の

秘
法
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
子
安
大

師
と
呼
ば
れ
る
。

場
所
　
西
条
市
小
松
町

　「
整
理
・
収
納
講
習
会
」

　
　
　
　
　
に
参
加
し
て

　
八
万
北
地
区
地
区
長　

𠮷
岡
　
文
子

　
２
月
16
日
、
17
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
主
催

の
「
整
理
・
収
納
講
習
会
」
に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
も

断
捨
離
・
終
活
の
言
葉
は
耳
が
痛
い

ほ
ど
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
独
り
住

ま
い
で
あ
り
な
が
ら
荷
物
は
増
え
る

ば
か
り
、
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
ど
ん
な
方
法
で
整
理

整
頓
が
出
来
る
の
か
楽
し
み
に
受
講

し
ま
し
た
。
台
所
は
シ
ス
テ
ム
キ
ッ

チ
ン
、
吊
戸
棚
、
シ
ン
ク
に
分
け
て

説
明
し
て
下
さ
り
、
動
線
に
沿
っ
て

使
用
頻
度
、
高
さ
、
重
量
に
合
わ
せ

片
付
け
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
部
屋
も
押

入

れ

、

ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト

と
各
家
庭
の

様
式
に
合
っ

た
収
納
の
方

法
を
教
え
て

下
さ
い
ま
し

た
。
丸
新
や

そ

ご

う

の

　
令
和
４
年
度
第
５
回
の
「
地
域
ふ

れ
あ
い
教
室
」
を
、
２
月
18
日
（
第

３
土
曜
日
）
参
加
者
13
名
で
行
な
い

ま
し
た
。

　
容
器
は
、

500

㏄

の

空
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を

使
用
し
ま

し
た
。
生

ク
リ
ー
ム

（

動

物

性
）
２
に

対
し
、
無

調
整
牛
乳
１
を
入
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

た
だ
振
る
だ
け
と
、
必
要
な
の
は

体
力
の
み
と
い
う
簡
単
な
も
の
。
ゆ

え
に
仕
上
り
に
は
、
個
人
差
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
と
、
フ
ラ
ン
ス

パ
ン
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
、
作
り
立
て

の
バ
タ
ー
を
つ
け
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
仕
上
が
り
時
に
出
来
る

分
離
し
た
、
上
澄
み
も
飲
み
、
そ
の

美
味
し
さ
も
味
わ
っ
て
貰
い
ま
し
た
。

ご
夫
婦
で
参
加
し
て
い
た
ご
主
人
に
、

容
器
を
振
る
手
助
け
を
い
た
だ
き
、

大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
当

初
に
購
入
し

た
衣
類
が
沢

山
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
不

要
と
不
用
に

分
類
し
、
不

用
品
は
処
分

し
減
ら
し
ま

す
。
講
師
先

生
の
教
え
を
参
考
に
少
し
で
も
実
践

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
有

意
義
な
講
座
を
開
催
し
て
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

バ
タ
ー
作
り

　〈材　料〉
　　★牛　乳（成分無調整）
　　★生クリーム（動物性）
　　★クラッカー
① 容器に生クリーム２　牛乳１の割合で入れる。
② 容器を上下に強く振る。（約５分）
③ 音がなくなる（クリーム状になる）
④ バターと低脂肪乳に分離する。（二度目の音がしてくる）
⑤ 上ぶたを持って30回〜40回円くまわす。
⑥ 分離して出来た低脂肪乳をお飲み下さい。
⑦ クラッカーに出来上がったバターをつけてお召し上がりください。

バターの作り方

女
性
活
動
推
進
委
員
会
か
ら

地
域
ふ
れ
あ
い
教
室
報
告



シルバー   とくしま（5） 令和５年４月１日



シルバー   とくしま （6）令和５年４月１日

　〘
縦
の
糸
は
あ
な
た
、
横
の
糸
は

私
・・・
中
島
み
ゆ
き
〙
『
絆
、
紡
ぐ
』

　
３
年
ぶ
り
に
地
区
総
会
と
草
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
。
総
会
の

出
席
者
が
40
％
越
え
で
嬉
し
か
っ
た
。

草
刈
り
は
、
幼
稚
園
が
本
年
度
で
廃

園
！
園
児
よ
り
感
謝
の
記
念
写
真
を

戴
い
た
。
地
区
で
は
、
ハ
ロ
ー
ズ
・

び
っ
く
り
ド
ン
キ
ー
・
ス
タ
バ
が
開

店
し
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
昭
和
町
の

今
年
の
人
口
が
一
万
人
を
切
り
、
町

の
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　
徳
島
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
、

二
人
暮
ら
し
が
増
加
、
近
所
づ
き
合

い
の
出
来
る
知
り
合
い
を
増
や
し
、

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
問
合
わ
せ
を

し
、
町
内
運
動
会
、
お
祭
り
、
防
災
、

文
化
教
室
等
の
行
事
に
参
加
し
よ
う
。

ま
た
、
近
所
の
民
生
委
員
を
知
っ
て

お
け
ば
、
色
々
相
談
で
き
お
世
話
を

し
て
も
ら
え
る
。
今
病
気
で
入
院
す

る
と
、
面
会
謝
絶
、
私
も
３
回
入
院

し
た
。
ス
マ
ホ
が
使
え
る
と
、
家
族

の
顔
が
見
え
る
の
に
、
私
は
使
え
な

か
っ
た
。
元
気
で
長
生
き
が
一
番
で

あ
る
。

　
今
年
こ
そ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
旅
行
、
親
睦
会
が
開
催
で
き

れ
ば
い
い
と
思
う
。

 
こ
ん
に
ち
は

　
　
　  

昭
和
地
区
で
す

　　
　
　
地
区
長
　
森
　
　
文
二

地

区

紹

介

しょうわようちえんより
　
あ
な
た
達
も
私
達
も
徳
島
市
民
で

同
じ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
仲
間
、
街
で
会
っ
た
ら
声
を
か

け
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
次
回
は
渭
東
地
区
で
す
。

★上の４字熟語から３字熟語を通って、下の４字熟語

までリストの漢字を使って、リレーをします。矢印がつ

なぐマスには、同じ漢字が入ります。最後にリストに

残った漢字でできる、２字熟語を答えてください。

漢　字　ク　イ　ズ

応募者（シルバー人材センター会員）の
うち正解者15名の方に抽選で図書券を
差しあげます。（応募締切４月30日）

正解者27名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

気

前回の漢字クイズの解答

解答欄

ス トリ↓↓

↓↓

↓↓

↓↓

↓↓

淡家

大金

国不

魚衆
産山

市気
合副
遊資
見水

投意
場本

画物



シルバー   とくしま（7） 令和５年４月１日

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
集
団
に
な
り
ま
す
の
で
、

マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
の
警
戒
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

〇
派
遣
事
業
就
業
者
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先
企
業
の
方
針
に
準
ず
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

〇
受
託
事
業
（
請
負
・
委
任
）
就

業
者
に
つ
い
て
は
、
訪
問
時
や
打

ち
合
わ
せ
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
を

推
奨
し
ま
す
が
、
屋
外
作
業
就
業

時
に
つ
い
て
は
、
原
則
不
要
と
し

ま
す
。
但
し
、
屋
内
作
業
就
業
時

に
つ
い
て
は
、
他
の
人
と
一
定
の

距
離
が
と
れ
る
ケ
ー
ス
以
外
は
マ

ス
ク
着
用
を
推
奨
し
ま
す
。
そ
の

他
、
就
業
先
で
の
対
応
は
発
注
先

の
方
針
に
従
っ
て
下
さ
い
。

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
９
時
～
４
時

　
就
業
等
な
ん
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
事
務
局
長
が
対
応
し
ま
す
。

予
約
さ
れ
る
と
確
実
で
す
。

　
政
府
は
、
今
年
５
月
８
日
に
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同

じ
「
５
類
」
に
移
行
す
る
方
針
を

正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

〇
「
５
類
」
移
行
で
変
わ
る
こ
と

・
政
府
の
行
動
制
限
不
可
。

・
医
療
費
は
当
面
公
費
負
担
。

・
マ
ス
ク
着
用
は
、
団
体
・
個
人

の
判
断
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
必
要
な
接

種
に
関
し
て
は
自
己
負
担
無

し
。

　
但
し
、
高
齢
者
に
関
し
て
は
死

亡
リ
ス
ク
が
高
い
為
に
引
き
続
き

の
警
戒
が
必
要
で
す
。「
５
類
」

に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
策

が
緩
く
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
引
き
続
き
、

・
体
調
が
悪
い
時
は
早
め
の
養
生
、

無
理
を
し
な
い
で
休
む
・
人
が

集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
気
を
つ
け

る
・
人
に
移
さ
な
い

　
以
上
の
こ
と
を
心
が
け
て
守
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
会
費
２
千
円

　
会
員
互
助
会
費
１
千
円

　
の
合
計
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

○
退
職

　
再
雇
用
職
員

　
　
西
原
　
有
重

　
こ
の
度
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し

て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
39
年
余
り
永
き
に

わ
た
り
、
会
員
皆
様
か
ら
の
ご
厚

情
に
支
え
ら
れ
大
過
な
く
勤
め
さ

せ
て
頂
き
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

○
新
規
採
用

　
就
業
提
供
推
進
員

　
　
稲
見
　
愼
一

　
就
業
開
拓
推
進
員
（
事
務
）

　
　
有
井
　
秀
代

　
受
託
事
業
（
請
負
・
委
任
）
就

業
者
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
会
費
を
配
分
金
か
ら

控
除
致
し
ま
す
。

　
年
会
費
は
毎
年
４
月
末
迄
の
納

付
期
限
の
為
、３
月
分
配
分
金
（
４

月
口
座
振
込
）
分
か
ら
控
除
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
配
分
金

明
細
書
で
ご
確
認
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
な
お
、
３
月
分
配
分
金
が
３
千

円
未
満
の
方
や
派
遣
事
業
就
業
者

に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
払
い
の

請
求
書
（
圧
着
ハ
ガ
キ
）
を
送
付

致
し
ま
す
の
で
、
４
月
末
ま
で
に

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。（
コ
ン

ビ
ニ
払
込
手
数
料
１
１
０
円
）

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
事
務

所
休
業
と
な
り
ま
す
が
、
４
月
分

提
出
は
５
月
２
日
（
火
）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
休
業
の
あ
る

就
業
先
に
つ
い
て
は
事
前
作
成
を

依
頼
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ポ
ス
ト
投
函
を
活
用
下

さ
い
。

●
３
月
就
業
分

　
４
月
20
日
（
派
遣
）

　
　
　
25
日
（
受
託
）

●
４
月
就
業
分

　
５
月
19
日
（
派
遣
）

　
　
　
25
日
（
受
託
）

●
５
月
就
業
分

　
６
月
20
日
（
派
遣
）

　
　
　
23
日
（
受
託
）

令
和
５
年
度
会
費
納
入
に
つ
い
て

配
分
金
か
ら
の
控
除

コ
ン
ビ
ニ
払
い

４
月
履
行
確
認
書
提
出
に
つ
い
て

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

な
ん
で
も
相
談
日

配
分
金
等
支
払
日
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

最
新
情
報
に
つ
い
て
（
産
業
医

の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
事
異
動



シルバー   とくしま （8）令和５年４月１日

●
編
集
後
記

　

桜
の
開
花
が
広
が
り
、
一
年
で一

番
いい
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
が
、
や
っ

と
落
ち
つ
き
ま
し
た
。
暗
い
ば
か

り
の
３
年
間
で
し
た
、
明
る
い
話

題
に
変
わ
っ
て
ほ
し
い
。
180°
が
無

理
な
ら
、
90°
で
も
、
10°
で
も
よ
い
。

　

何
も
か
も
止
ま
っ
て
い
た
貴
重

な
３
年
間
を
、
少
し
で
も
返
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

西
川　

敬
子

　
　
　
　
　
　

藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

橋
本　

京
子

　
　
　
　
　
　

多
田　

範
子

　
１
月
23
日
（
月
）

　
　
　
は
じ
め
て
の
ス
マ
ホ

　
１
月
24
日
（
火
）

　
　
　
ス
マ
ホ
で
カ
メ
ラ
を
使
お
う

　
１
月
25
日
（
水
）

　
　
　
ス
マ
ホ
で
マ
ッ
プ
を
使
い
こ

な
そ
う

　
今
ま
で
何
度
か
あ
っ
た
ス
マ
ホ
教

室
、
申
込
ん
で
は
ハ
ズ
レ
て
ば
か
り
、

今
回
は
、
運
良
く
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ガ
ラ
ケ
ー
も
持
っ
た
こ
と
が
な
く
、

全
く
の
初
心
者
の
私
が
使
え
る
の
は

電
卓
と
ア
ラ
ー
ム
の
み
。
勿
体
な
い

と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
先
ず
電
源
の
入
れ

方
、
切
り

方
、
こ
れ

は
知
っ
て

い
ま
し
た
。

30
％
く
ら

い
に
な
っ

た
ら
充
電

す

る

こ

と
や
、
本

体
を
よ
り

良
い
状
態

に
保
つ
為

に
、
月
に

一
度
く
ら

い
は
電
源

を
切
っ
て
再
起
動
さ
せ
る
こ
と
、
マ

ナ
ー
モ
ー
ド
の
設
定
な
ど
。

　
有
難
か
っ
た
の
は
、
大
き
な
文
字

の
資
料
を
く
れ
た
こ
と
、
機
種
が
違

う
の
で
そ
の
通
り
に
は
行
き
ま
せ
ん

が
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
身
に
は

嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
ド
コ
モ
田
宮
街
道
店
の
講
座
も
あ

り
、
機
種
は
何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
定
員
は

５
名
、
も
っ
と
勉
強
し
た
い
人
に
は

お
勧
め
で
す
。

ス
マ
ホ
教
室
開
催

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー提供　細川多美子（川内）

俳
句
・
川
柳

○

長の
ど
か閑
さ
や

　
　
　
木
蔭
で
寝
込
む
　
車
椅
子

　○

入
学
児
　
登
校
下
校
　
一
人
道

　○

野
良
仕
事

　
　
　
麦
稈わ
ら

帽
子
も
　
色
失
せ
り

大
黒
　
昭
義

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

○

春
一
番

　
向
か
い
風
だ
よ
　
チ
ャ
リ
を
漕こ

ぐ

　○

寒
梅
や

　
　
　
蕾
つ
ぼ
み

盛
り
上
げ
　
時
を
待
つ

橋
本
　
守
正

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

○

岳
父
描
く
　
郷
の
里
山
　
若
緑

　○

龍
が
ご
と

　
延
び
ゆ
く
蔦
の
　
葉
の
若
さ

田
中
　
章
夫

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

○

時
間
待
ち
　
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
苦
に
な
ら
ず

○

安
全
に

　
　
使
う
ス
マ
ホ
に
　
暗
証
番
号

　○

知
ら
ぬ
こ
と

　
ス
マ
ホ
に
問
え
ば
　
す
ぐ
応こ
た

え

橋
本
　
京
子


